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主
に
従
う
人
よ
、
主
に
よ
っ
て

喜
び
歌
え
。
主
を
賛
美
す
る
こ

と
は
正
し
い
人
に
ふ
さ
わ
し
い
。
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ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
は
２
月
28
日
教
皇
職
を
退
き
、

20
時
（
日
本
時
間
３
月
１
日
午
前
４
時
）
を
も
っ
て

使
徒
座
は
空
位
と
な
っ
た
。
教
皇
の
退
任
は
２
月
11

日
の
枢
機
卿
会
議
の
中
で
発
表
さ
れ
、高
齢
に
よ
る
体

力
の
衰
え
が
理
由
に
挙
げ
ら
れ

た
（
上
段
左
『
辞
任
表
明
の
こ

と
ば
』
参
照
）。

　

教
皇
庁
広
報
部
は
、「
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
16
世
は
継
続
中
の
仕

事
を
終
え
た
後
、バ
チ
カ
ン
内
の
隠
棲
修
道
院
に
居
住

す
る
。
新
た
な
教
皇
を
選
出
す
る
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
は
、

通
常
な
ら
ば
３
月
15
日
か
ら
19
日
の
間
に
始
ま
る
が
、

枢
機
卿
団
が
決
定
す
る
た
め
、現
時
点
で
開
始
日
を
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
復
活
祭
ま
で
に
新
教
皇
が
決

ま
る
と
思
わ
れ
る
」
と
の
声
明
を
発
表
し
た
。
コ
ン

ク
ラ
ー
ベ
は
バ
チ
カ
ン
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
で

開
か
れ
、使
徒
座
空
位
開
始
日
の
前
に
80
歳
と
な
っ
た

枢
機
卿
は
選
挙
権
を
持
た
な
い
。

　

髙
見
三
明
大
司
教
は
「
道
半

ば
で
辞
任
さ
れ
る
こ
と
は
残
念

に
思
い
ま
す
。し
か
し
今
と
な
っ

て
は
、新
し
い
教
皇
の
選
出
に
期

待
を
し
、引
退
を
表
明
さ
れ
た
教
皇
に
は
、心
も
か
ら

だ
も
ゆ
っ
く
り
休
め
て
、末
永
く
教
会
の
成
り
行
き
を

見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
全
文
は
教

区
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）
と
語
っ
た
。

金
　
祝

イ
エ
ス
か
ら
イ
エ
ス
へ

ヨ
ゼ
フ
　
三
村
誠
一
神
父

　

私
の
司
祭

生
活
は
、第

２
バ
チ
カ
ン

公
会
議
と
そ

の
歴
史
の
浮

き
沈
み
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
そ
の
公
会
議

の
精
神
（
発
想
）
の
神
髄
は
、キ
リ
ス

ト
ご
自
身
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

私
の
司
祭
生
活
の
さ
ま
よ
い
は
、曲
が

り
な
り
に
も
そ
の
追
求
に
終
始
し
た
歩

み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
べ
て
の

人
々
、も
っ
と
的
確
に
言
え
ば
い
ろ
い

ろ
な
違
い
・
区
別
に
満
ち
満
ち
て
い
る

人
々
を
い
の
ち
を
懸
け
て
愛
し
た
イ
エ

ス
さ
ま
に
「
寄
り
添
わ
れ
て
生
き
る
」

を
、自
他
共
へ
の
福
音
と
し
て
こ
の
人

生
を
生
き
て
き
た
50
年
で
あ
っ
た
…
よ

う
な
。

　

略
歴　

１
９
３
６
年
10
月
23
日
愛
知

県
岡
崎
市
生
ま
れ
。
豊
橋
教
会
（
名
古

屋
教
区
）に
て
受
洗
。
植
松
教
会
出
身
。

63
年
３
月
６
日
植
松
教
会
に
て
司
祭
叙

階
。
同
年
４
月
大
司
教
区
補
佐
書
記
、

64
年
三
ツ
山
主
任
、66
年
飽
ノ
浦
助
任
、

68
年
９
月
～
69
年
４
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

東
ア
ジ
ア
司
牧
神
学
研
究
所
（
Ｅ
Ａ
Ｐ

Ｉ
）
留
学
、69
年
４
月
浦
上
助
任
、同
年

12
月
八
幡
町
主
任
、73
年
滑
石
主
任
、81

年
植
松
主
任
、83
年
飽
ノ
浦
主
任
、97
年

浦
上
主
任
、
２
０
０
２
年
相
浦
主
任
、

08
年
か
ら
大
山
主
任
。
ま
た
、65
年
～

67
年
純
心
中
学
・
女
子
高
等
学
校
宗
教

科
講
師
、74
年
４
月
～
08
年
４
月
ク
ル

シ
リ
ヨ
指
導
司
祭
、69
年
12
月
～
81
年

５
月
教
区
広
報
委
員
会
委
員
長
、カ
ト

リ
ッ
ク
教
報
（
現
『
よ
き
お
と
ず
れ
』）

編
集
長
を
務
め
た
。

主
に
従
う
人
よ
、主
に
よ
っ
て
喜
び
歌
え

　

長
崎
教
区
内
に
お
い
て
、今
年
、司
祭
叙
階
50
周
年
（
金
祝
）
を
迎
え
る
司
祭
は
５
人
、

25
周
年
（
銀
祝
）
は
２
人
。〝
も
う
一
人
の
キ
リ
ス
ト
〟
と
し
て
神
と
人
に
仕
え
て
き
た

彼
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
。

銀
　
祝

こ
れ
ま
で
に
感
謝
と
陳
謝

ヨ
ゼ
フ
　
牧
山
強
美
神
父

　

道
半
ば
。

こ
れ
ま
で

に
感
謝
と

陳
謝
。
こ

れ
か
ら
も

し
遂
げ
て
死
な
む
と
思
ふ

ペ
ト
ロ
　
宮
川
俊
行
神
父

　

生
き
が

い
に
満
ち

た
50
年
間

で
し
た
。

中
学
で

習
っ
た
歌
「
こ
こ
ろ
よ
く
我
に
は
た

ら
く
仕
事
あ
れ　

そ
れ
を
し
遂
げ
て

死
な
む
と
思
ふ
」（
石
川
啄
木
）
を

思
い
出
し
て
い
ま
す
。
司
祭
職
に
お

召
し
く
だ
さ
っ
た
恵
み
深
い
神
と
温

か
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

略
歴　

１
９
３
２
年
３
月
15
日
茨

城
県
土
浦
市
生
ま
れ
。
44
年
９
月
６

日
大
村
教
会
に
て
受
洗
。
植
松
教
会

出
身
。
長
崎
東
高
、東
京
大
学
経
済

学
部
を
経
て
、55
年
４
月
長
崎
教
区

神
学
生
と
し
て
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神

学
院
に
入
学
。
57
～
68
年
ロ
ー
マ
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
留
学
。
63
年
12
月
21

日
ロ
ー
マ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
神
学
校

聖
堂
に
て
司
祭
叙
階
。
69
年
３
月
～

ま
ず
は
回
心
か
ら

セ
バ
ス
チ
ア
ノ
　
堤
　
好
治
神
父

　

大
阪
教

区
司
祭
と

し
て
７
年

間
、
長
崎

教
区
に
お

世
話
に
な
り
五
島
で
21
年
間
、佐
世

保
、平
戸
地
区
で
10
年
間
、今
、福
岡

教
区
に
お
世
話
に
な
っ
て
４
年
目
を

迎
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
私
個
人
の

回
心
の
必
要
性
を
自
覚
し
、信
者
の

皆
さ
ん
と
共
に
福
音
を
読
み
生
き
る

セ
ブ
ン
ス
テ
ッ
プ
に
よ
る
小
共
同
体

の
集
い
が
よ
い
と
、常
々
考
え
て
い

ま
す
。
神
様
の
御
助
け
、マ
リ
ア
様

の
お
取
り
次
ぎ
を
願
い
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
３
５
年
８
月
20
日
和

歌
山
市
生
ま
れ
。
屋
形
町
教
会
（
大

阪
教
区
）
に
て
受
洗
。
出
津
教
会
出

身
。
63
年
３
月
24
日
大
阪
・
玉
造
教

会
に
て
司
祭
叙
階
。同
年
４
月
大
阪
・

玉
造
助
任
、65
年
兵
庫
・
尼
崎
助
任
、

66
年
大
阪
・
香
里
助
任
、67
年
兵
庫
・

明
石
助
任
、71
年
貝
津
主
任
、77
年
３

月
大
阪
教
区
か
ら
長
崎
教
区
へ
入

籍
、同
年
４
月
奈
留
主
任
、84
年
浜
串

主
任
、92
年
大
野
主
任
、99
年
西
木
場

感
謝
し
て
再
出
発

ド
ミ
ニ
コ
　
野
下
千
年
神
父

　

こ
れ
ま

で
の
50
年

に
お
よ
ぶ
、

私
の
不
十

分
な
司
祭

職
の
奉
仕
を
忍
耐
し
て
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た
主
に
、心
か
ら
感
謝
で

す
。
こ
の
機
会
を
主
へ
の
お
わ
び
と
償

い
の
時
に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
開
幕
と
と

も
に
叙
階
さ
れ
、刷
新
の
活
気
に
満

ち
た
教
会
と
共
に
歩
ん
だ
50
年
間

は
、若
い
司
祭
に
は
幸
せ
で
し
た
。

　

主
に
招
か
れ
た
司
祭
職
の
最
終
点

検
を
な
し
、こ
れ
か
ら
頂
く
余
生
を

神
と
神
の
民
へ
の
奉
仕
に
献
げ
尽
く

し
た
い
。

聖
摂
理ペ

ト
ロ
　
平
野
　
勇
神
父

　

時
は
去
り
、

新
し
い
時
を

刻
む
！

　

時
々
に
、

よ
い
人
に
出

会
い
、語
ら
い
、最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
つ
つ
も
反
省
ば
か
り
。
叙
階
50
年
を

迎
え
た
今
、あ
ら
た
め
て
振
り
返
る
と

足
跡
が
乱
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
で
も

ど
な
た
か
が
そ
っ
と
消
し
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
痛
感
し
ま
す
。
神
の
摂
理
と

善
意
の
方
に
支
え
ら
れ
、助
け
て
い
た

だ
い
て
50
年
、司
祭
人
生
を
生
き
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
感
謝
す
る
の

み
で
す
。
支
え
て
い
た
だ
き
、助
け
て

い
た
だ
い
て
、残
さ
れ
た
時
を
素
直
に

生
き
た
い
！

　

略
歴　

１
９
３
７
年
４
月
12
日
長
崎

市
生
ま
れ
。
黒
崎
教
会
出
身
。
63
年
３

月
19
日
大
浦
天
主
堂
に
て
司
祭
叙
階
。

同
年
４
月
飽
ノ
浦
助
任
、66
年
三
浦
町

助
任
、68
年
中
町
助
任
、70
年
上
神
崎
主

ベネディクト 16 世の辞任表明のことば
　敬愛すべき兄
弟である枢機卿
の皆様。
　わたしがこの
枢機卿会議に皆
様を招集したの
は、3人の列聖の
ためだけではな

く、教会生活にとってきわめて重大
な決断を皆様にお伝えするためでし
た。神のみ前で繰り返し良心を糾明
した後、わたしは、高齢のために、わ
たしの力はペトロの奉仕職を適切に
行使するにもはや耐えないことを確
信するに至りました。
　この奉仕職が、その本質的に霊的
性格のゆえに、ことばと行いによって
だけでなく、祈りと苦しみによって果
たされなければならないことはよく
承知しております。しかしながら、多
くの急激な変化を伴い、信仰生活に
とって深刻な意味をもつ問題に揺る
がされている現代世界にあって、聖
ペトロの船を統治し、福音を告げ知
らせるには、肉体と精神の力がとも
に必要です。この力が最近の数か月
に衰え、わたしにゆだねられた奉仕
職を適切に果たすことができないと

自覚するまでになりました。そのた
め、このようなことを行うことの重大
さをよく自覚した上で、わたしは完全
な自由をもって次のことを宣言しま
す。すなわち、わたしは2005 年 4月
19日に枢機卿団がわたしにゆだね
た聖ペトロの後継者であるローマ司
教の奉仕職を辞任します。このため
2013年 2月28日午後8時以降、ロー
マの座、すなわち聖ペトロの座は空
位となり、新しい教皇を選出するた
めの教

コンクラ ー ベ
皇選挙が権限のある者によっ

て招集されます。
　親愛なる兄弟である枢機卿の皆
様。皆様がわたしの奉仕職を支えて
くださった愛と労苦のすべてに対し心
から感謝します。そして、わたしのす
べての至らぬところをゆるしてくださ
るようお願いします。今、聖なる教会
を最高の牧者であるわたしたちの主
イエス・キリストにゆだねたいと思い
ます。そして、聖母マリアに祈り願い
たいと思います。どうかあなたの母と
しての気遣いをもって、新しい教皇を
選ぶ枢機卿を支えてください。わた
しに関しては、今後は祈りにささげた
生活を通して聖なる神の教会に熱心
に仕えるつもりです。�（原文ラテン語）

２
月
28
日
20
時

使
徒
座
空
位

90
年
３
月
教
区
教
理
委
員
長
、69
年

12
月
～
74
年
３
月
要
理
教
育
問
題
責

任
者
、「
神
学
講
座
」「
要
理
教
育
研

究
所
」「
要
理
教
師
の
会
」
の
設
立

に
尽
力
。
75
年
長
崎
純
心
聖
母
会
浦

上
修
道
院
聖
堂
主
管
者
（
至
現
在
）、

88
年
シ
ョ
フ
ァ
イ
ユ
の
幼
き
イ
エ
ズ

ス
修
道
会
大
浦
信
愛
修
道
院
付
き

（
至
現
在
）、
２
０
０
５
年
教
区
神
学

顧
問
（
至
現
在
）。
１
９
６
８
年
10

月
以
来
、福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大

神
学
院
、上
智
大
学
神
学
部
、東
京
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
教
義
神
学
講
師
を

経
て
、
２
０
０
９
年
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
・
教
義
神
学
講
師
（
至
現

在
）、
１
９
８
６
年
６
月
～
91
年
５

月
教
皇
庁
国
際
神
学
委
員
会
委
員
。

主
任
、
２
０
０
６
年
上
神
崎
主
任
、

09
年
４
月
か
ら
福
岡
教
区
・
呼
子
教

会
（
佐
賀
県
）
へ
派
遣
。

　

略
歴　

１
９
３
７
年
８
月
４
日
長

崎
市
生
ま
れ
。
三
ツ
山
教
会
出
身
。

63
年
３
月
19
日
大
浦
天
主
堂
に
て
司

祭
叙
階
。
同
年
４
月
三
浦
町
助
任
、

66
年
稲
佐
助
任
、68
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

Ｅ
Ａ
Ｐ
Ｉ
留
学
、69
年
４
月
浦
頭
教

会
付
福
江
助
任
、同
年
９
月
浦
頭
主

任
、83
年
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
司

牧
企
画
室
室
長
、要
理
教
育
研
究
所

所
長
、89
年
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
委
員
会
・

養
成
担
当
（
中
央
協
議
会
）、90
年
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
研
修
セ
ン
タ
ー
所

長
、98
年
黒
崎
主
任
、
２
０
０
５
年

中
町
主
任
、11
年
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
。
現
在
、教
区
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ

ム
・
諸
宗
教
委
員
会
委
員
長
、世
界

連
邦
日
本
宗
教
委
員
会
副
会
長
、長

崎
県
宗
教
者
懇
話
会
会
長
。

「
司
祭
と
は
何
者
ぞ
」
を
模
索
し
つ

つ
、基
本
的
に
は
攻
め
の
姿
勢
で
！

　

略
歴　

１
９
６
１
年
６
月
４
日
長

崎
市
生
ま
れ
。
飽
ノ
浦
教
会
出
身
。

88
年
３
月
19
日
浦
上
教
会
に
て
司
祭

叙
階
。
同
年
３
月
中
町
助
任
、同
年

10
月
ス
ル
ピ
ス
会
入
会
の
た
め
カ
ナ

ダ
へ
。89
年
～
93
年
パ
リ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
、93
年
11
月
福
岡
サ
ン
・
ス

ル
ピ
ス
大
神
学
院
着
任
。
２
０
０
５

年
３
月
～
09
年
３
月
同
大
神
学
院
院

長
、同
年
４
月
～
12
年
３
月
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
院
長
。

よ
く
我
慢
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

ペ
ト
ロ
　
中
村
倫
明
神
父

　

多
く
の

方
か
ら

「
25
年
間
、

よ
く
頑
張

り
ま
し
た

ね
」
と
あ
り
が
た
い
お
言
葉
を
頂
い

て
い
ま
す
が
、本
当
は
、「
神
様
も
、

信
徒
の
皆
様
も
、よ
く
我
慢
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
ね
」
と
感
謝
の
思
い

で
す
。
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

略
歴　

１
９
６
２
年
３
月
21
日
西

海
市
生
ま
れ
。
太
田
尾
教
会
出
身
。

88
年
３
月
19
日
浦
上
教
会
に
て
司
祭

叙
階
。
同
年
４
月
長
崎
公
教
神
学
校

（
現
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）、89

年
中
町
助
任
、91
年
ロ
ー
マ
留
学
、94

年
長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
、99
年

浦
上
助
任
、２
０
０
２
年
時
津
主
任
、

05
年
福
岡
サ
ン
・
ス
ル
ピ
ス
大
神
学

院
（
現
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）

養
成
者
、07
年
植
松
主
任
。

任
、79
年
曽
根
主
任
、86
年
紐
差
主

任
、96
年
福
江
主
任
、
２
０
０
２
年

浦
上
主
任
、09
年
か
ら
鹿
子
前
主
任
。

叙　階　式
３月17日（日）15時　浦上教会
　▪司祭叙階受階者
　　ヨ ハ ネ　中野健一郎（本原）
　▪助祭叙階受階者
　　ミカエル　川端　志範（滑石）
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信
仰
を
典
礼
の
中
で

	
	

深
く
記
念
す
る
た
め
に

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
　
白
浜
　
満

は
じ
め
に

　
「
信
仰
年
」
の
中
心
と
な
る
「
聖
な

る
過
越
の
三
日
間
」
が
近
づ
い
て
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
の
信
仰
の
土
台
で
あ

る
主
イ
エ
ス
の
死
と
復
活
の
神
秘
を
、

典
礼
と
く
に
感
謝
の
祭
儀
（
ミ
サ
）
の

中
で
深
く
記
念
す
る
奉
仕
に
つ
い
て
考

え
る
た
め
に
、ふ
さ
わ
し
い
時
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、司
祭
叙
階
の
恵
み
を
い
た

だ
い
て
以
来
、教
区
に
お
け
る
宣
教
・

司
牧
の
現
場
の
重
荷
を
置
き
去
り
に
し

て
、い
わ
ば
〝
長
崎
を
逃
げ
出
し
た
〟

自
分
に
、何
が
書
け
る
の
か
自
問
し
ま

し
た
。
行
き
着
い
た
心
境
は
、わ
た
し

の
信
仰
と
召
命
を
育
ん
で
く
だ
さ
っ
た

長
崎
教
区
の
皆
さ
ん
へ
の
償
い
の
た
め

に
、ま
た
、編
集
長
の
ご
厚
意
に
応
え
る

た
め
に
、こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
導
入
と
し

て
編
集
長
が
招
い
て
い
た
〝
主
が
お
入

り
用
と
さ
れ
る
子
ろ
ば
（
マ
タ
イ
21
・

３
）
の
霊
性
〟
に
近
づ
き
た
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。
長
崎
の
教
会
の
現
場

を
知
ら
ず
、机
上
で
の
未
熟
な
自
分
の

想
い
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
で
、新
し
い

過
越
を
実
現
す
る
た
め
に
エ
ル
サ
レ
ム

の
町
に
入
城
さ
れ
た
主
イ
エ
ス
の
み
心

に
、少
し
で
も
触
れ
る
奉
仕
が
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

１　

懐
か
し
い
思
い
出

　
「
ブ
ー
ー
ッ
、ブ
ー
ー
ッ
、ブ
ー
ー
ッ
！
」

ア
ン
ゼ
ラ
ス
の
鐘
が
な
い
「
天
主
堂
」

と
書
か
れ
た
木
造
の
御
堂
の
方
か
ら
聞

こ
え
て
く
る
、ミ
サ
開
始
30
分
前
の
ホ

ラ
貝
の
音
で
す
。
五
島
の
教
会
な
ら
で

は
の
風
情
で
し
ょ
う
か
。
幼
い
頃
の
こ

の
音
色
が
、神
の
招
き
の
声
と
し
て
、わ

た
し
の
耳
の
中
で
懐
か
し
く
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
。

　

ミ
サ
が
始
ま
り
、板
張
り
の
床
に
正

座
し
、聖
書
の
朗
読
と
神
父
様
の
長
い

説
教
を
聞
い
た
後
、し
び
れ
た
脚
で
立

つ
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、よ
ろ
め
き
な

が
ら
信
仰
宣
言
を
し
て
い
ま
し
た
。
先

に
聖
体
拝
領
を
済
ま
せ
て
、自
分
の
席

で
モ
ゾ
モ
ゾ
落
ち
着
か
な
い
で
い
る

と
、聖
体
拝
領
に
向
か
う
大
人
の
行
列

か
ら
親
の
手
が
伸
び
て
き
て
、後
頭
部

を
バ
チ
ー
ン
と
平
手
打
ち
。
聖
体
拝
領

の
恵
み
を
静
か
に
味
わ
う
よ
う
に
と
い

う
親
心
で
し
ょ
う
か
。ミ
サ
の
時
に
は
、

子
ど
も
な
が
ら
に
神
妙
な
気
持
ち
に
な

り
、ミ
サ
の
大
切
さ
が
〝
か
ら
だ
全
体
〟

に
染
み
こ
ん
で
く
る
よ
う
で
し
た
。
ミ

サ
の
前
後
に
、教
会
の
庭
で
友
達
と
一

緒
に
遊
ん
だ
こ
と
も
、懐
か
し
い
思
い

出
で
す
。

２　

幼
児
洗
礼
の
恵
み

　

小
学
校
高
学
年
に
な
っ
て
、神
父
様

の
近
く
で
侍
者
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、司
祭
召
命
の
道
へ
と
わ
た
し

を
導
く
神
の
計
ら
い
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。「
あ
ん
た
の
よ
う
な
ワ
ル
が

よ
う
神
父
に
な
っ
た
ね
！
」
と
、お
世

話
に
な
っ
た
カ
テ
キ
ス
タ
の
シ
ス
タ
ー

に
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
神
父
様
方
、

シ
ス
タ
ー
方
、親
た
ち
が
一
丸
と
な
り

真
剣
に
何
か
大
切
な
こ
と
を
伝
え
よ
う

と
す
る
工
夫
と
熱
気
が
強
く
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
も
し
自
分
が
幼
児
洗
礼
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
ら
…
…
、こ
の
よ
う

な
体
験
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

　

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
は
、「
信

仰
年
」
の
開
催
を
告
示
す
る
自
発
教
令

『
信
仰
の
門
』（
10
）
の
中
で
、次
の
よ

う
に
教
え
て
い
ま
す
。「
信
仰
告
白
は
個

人
ま
た
共
同
の
行
為
で
す
。
…
…
キ
リ

ス
ト
教
共
同
体
の
信
仰
の
中
で
、一
人

ひ
と
り
の
人
は
洗
礼
を
受
け
ま
す
。
洗

礼
は
、救
い
を
得
る
た
め
に
信
者
の
民

に
入
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と

示
す
し
る
し
で
す
。」

　

成
人
洗
礼
で
あ
れ
幼
児
洗

礼
で
あ
れ
、い
ず
れ
に
し
て

も
洗
礼
の
恵
み
は
〝
人
の
権

利
〟に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

人
の
思
い
に
先
立
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
人
を
ふ
さ
わ
し
い
時

に
「
信
仰
の
門
」
へ
と
招
か

れ
る
〝
神
の
無
償
の
愛
〟
に

よ
る
も
の
で
す
。
と
く
に
初

期
の
時
代
か
ら
教
会
が
尊
い
伝
統
と
し

て
受
け
継
い
で
き
た
幼
児
洗
礼
は
、人

に
先
立
つ
神
の
愛
（
Ⅰ
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙

４
・
10
）
を
示
し
て
い
る
恵
み
の
し
る

し
（
秘
跡
）
で
す
。

　

幼
児
洗
礼
を
受
け
た
わ
た
し
は
、キ

リ
ス
ト
を
信
じ
る
者
の
集
い
（
教
会
共

同
体
）
の
中
で
、自
分
の
信
仰
、人
格
、

召
命
を
育
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

当
に
涙
が
溢
れ
て
く
る
ほ
ど
、感
謝
の

思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
先
立
つ
神
の

愛
と
恵
み
を
教
え
、伝
え
て
く
だ
さ
っ

た
神
父
様
方
、シ
ス
タ
ー
方
、両
親
が
い

な
け
れ
ば
、自
分
の
意
志
だ
け
で
洗
礼

を
選
び
取
る
こ
と
は
、到
底
、わ
た
し
に

は
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

３　

初
代
教
会
の
信
者
に
学
ぶ

　

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
は
、自
発

教
令
『
信
仰
の
門
』（
13
）
の
中
で
、次

の
よ
う
に
教
え
て
い
ま
す
。「
信
仰
に

よ
っ
て
、弟
子
た
ち
は
最
初
の
共
同
体

を
作
り
ま
し
た
。
共
同
体
は
、使
徒
の

教
え
、祈
る
こ
と
、感
謝
の
祭
儀
を
行
う

こ
と
を
中
心
に
し
て
集
ま
り
、持
ち
物

を
共
有
し
て
、困
っ
て
い
る
兄
弟
を
助

け
ま
し
た
」（
使
徒
言
行
録
２
・
42
‐

47
参
照
）。こ
の
中
に
、信
仰
に
よ
っ
て
、

初
代
教
会
の
信
者
た
ち
が
大
切
に
し
て

伝
え
て
き
た
事
柄
を
、
３
つ
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。①

共
同
体
を
作
る
こ
と

　

初
代
教
会
の
信
者
た
ち
は
「
相
互
の

交
わ
り
」（
２
・
42
）
を
大
切
に
し
、共

同
体
を
作
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
、「
二
人
ま
た
は
三
人

が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ

ろ
に
は
、わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の

で
あ
る
」（
マ
タ
イ
18
・
20
）
と
い
う

主
イ
エ
ス
の
約
束
に
根
拠
が
あ
る
と
思

越
（
死
と
復
活
）、そ
し
て
主
の
再
臨
の

記
念
で
す
。
聖
体
の
拝
領
に
よ
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
者
は
す
で
に
主
の
再
臨
（
主

と
の
決
定
的
な
出
会
い
）
を
体
験
し
ま

す
。
主
イ
エ
ス
は
、こ
の
よ
う
な
神
秘

の
恵
み
に
わ
た
し
た
ち
を
導
き
入
れ
る

た
め
に
、最
後
の
晩
さ
ん
の
席
で
弟
子

た
ち
に
、「
こ
れ
を
わ
た
し
の
記
念
と

し
て
行
い
な
さ
い
」
と
お
命
じ
に
な
り

ま
し
た
。

③
新
し
い
愛
の
掟
を
生
き
る
こ
と

　

最
後
の
晩
さ
ん
の
席
で
、主
イ
エ
ス

が
残
さ
れ
た
記
念
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、弟
子
た
ち
の
足
を
洗
う
主
イ

エ
ス
の
行
為
に
示
さ
れ
て
い
る
新
し
い

愛
の
掟
（
ヨ
ハ
ネ
13
・
１
‐
35
参
照
）、

そ
し
て
、も
う
１
つ
が
聖
体
の
秘
跡
で

す
。
こ
の
２
つ
の
記
念
は
表
裏
一
体
で

す
。
社
会
の
中
で
新
し
い
愛
の
掟
を
生

き
る
た
め
に
、新
し
い
神
の
民
（
家
族
）

は
、神
の
こ
と
ば
（
使
徒
の
教
え
）
と

聖
体
の
秘
跡
に
よ
っ
て
養
わ
れ
、派
遣

さ
れ
て
い
く
の
で
す
。
初
代
教
会
の
信

者
た
ち
は
、持
ち
物
を
共
有
し
て
、困
っ

て
い
る
兄
弟
姉
妹
を
助
け
ま
し
た
。
こ

れ
が
、ま
こ
と
の
愛
を
伴
う
信
仰
（
ヤ

コ
ブ
２
・
14
‐
26
参
照
）
に
よ
る
福
音

宣
教
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

信
仰
を
個
人
と
し
て
生
き
抜
き
、ま

た
福
音
宣
教
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

そ
の
た
め
に
、主
イ
エ
ス
は
教
会
共
同

体
を
誕
生
さ
せ
、御
父
の
も
と
か
ら
聖

霊
を
遣
わ
し
て
強
め
、全
世
界
へ
と
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
教
会
共
同
体
が
よ
り

生
き
生
き
と
自
分
た
ち
の
信
仰
を
、典

礼
の
中
で
と
く
に
感
謝
の
祭
儀
の
中
で

深
く
記
念
し
な
が
ら
、社
会
に
お
け
る

福
音
宣
教
に
励
む
た
め
に
、初
代
教
会

の
信
者
た
ち
が
残
し
た
３
つ
の
模
範
は

〝
連
続
性
を
持
つ
重
要
な
要
素
〟
で
す
。

お
わ
り
に

　
「
典
礼
」
と
い
う
言
葉
は
、元
来
、ギ

リ
シ
ャ
語
の
〝
奉
仕
〟
に
由
来
し
ま
す
。

地
上
の
典
礼
は
、集
い
に
よ
っ
て
始
ま

り
、派
遣
の
祝
福
に
よ
っ
て
結
ば
れ
ま

す
。
そ
れ
は
信
仰
の
絆
で
結
ば
れ
る
神

の
家
族
を
築
く
た
め
で
す
。
典
礼
奉
仕

は
、祭
儀
の
中
で
役
割
を
分
担
す
る
だ

け
で
な
く
、準
備
段
階
（
共
同
体
作
り
）

か
ら
始
ま
り
、派
遣
に
よ
っ
て
社
会
に

お
け
る
福
音
宣
教
へ
と
向
か
う
過
程
の

中
で
行
わ
れ
る
一
連
の
奉
仕
に
関
わ
る

も
の
で
す
。
典
礼
の
中
で
信
仰
を
深
く

記
念
す
る
た
め
に
、初
代
教
会
の
信
者

た
ち
の
３
つ
の
模
範
に
基
づ
い
て
、わ

た
し
た
ち
の
典
礼
奉
仕
の
在
り
方
を
振

り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
神
の
こ
と
ば
に
よ
っ
て
招
か

れ
た
信
者
の
集
い
が
、復
活
さ
れ
た
主

イ
エ
ス
を
迎
え
て
囲
み
、主
イ
エ
ス
と

共
に
天
の
父
を
礼
拝
し
、父
の
御
心
を

行
う
神
の
家
族
と
し
て
養
わ
れ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
者
の
典
礼
の

目
的
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
「
相
互
の

交
わ
り
」
に
よ
る
温
か
い
共
同
体
作
り

に
励
む
準
備
が
大
切
で
す
。

②
感
謝
の
祭
儀
（
ミ
サ
）
を

　
中
心
に
す
る
こ
と

　

洗
礼
の
恵
み
を
い
た
だ
い
た
キ
リ
ス

ト
者
の
典
礼
の
中
で
、そ
の
中
心
と
な

る
も
の
が
感
謝
の
祭
儀
（
ミ
サ
）
で
す
。

そ
の
中
に
は
、使
徒
言
行
録
で
示
さ
れ

て
い
た
使
徒
の
教
え
（
神
の
こ
と
ば
）

を
聞
き
、祈
り
、パ
ン
を
裂
く
こ
と
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
を
裂
く
前
に
唱
え
ら
れ
る
感
謝

の
祈
り
（
奉
献
文
）
の
中
で
、パ
ン
と

ぶ
ど
う
酒
の
聖
別
後
に
、司
祭
は
会
衆

に
向
か
っ
て
「
信
仰
の
神
秘
」
と
声
高

ら
か
に
宣
言
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て

会
衆
は
応
え
ま
す
。「
主
の
死
を
思
い
、

復
活
を
た
た
え
よ
う
。
主
が
来
ら
れ
る

ま
で
。」
―
こ
の
応
唱
の
中
に
、ミ
サ
の

中
で
祝
わ
れ
て
い
る
信
仰
の
中
心
的
な

神
秘
が
暗
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
サ
は
、主
の
降
誕
（
受
肉
）
と
過

　

長
崎
大
司
教
区
は
１
月
27

日
、カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
教
区
司
祭
・
宮
川
俊
行
師

を
講
師
に
招
き
、講
演
会「
ど

う
生
き
る
か
『
信
仰
年
』
― 

現
代
と
『
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信

仰
』
―
」
を
開
催
。
約
２
０

０
人
が
聴
講
し
た
。

　

宮
川
師
に
よ
れ
ば
、教
皇

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16
世
は
〝
現

代
教
会
に
は
第
２
バ
チ
カ
ン

公
会
議
が
意
図
し
た
真
の
刷

新
だ
け
で
な
く
、公
会
議
文

書
の
誤
解
や
悪
用
に
基
づ
く

有
害
諸
現
象
も
少
な
く
な

い
〟
と
見
て
お
ら
れ
る
。
公

会
議
開
始
後
50
年
の
今
、信

仰
生
活
の
自
己
点
検
を
行

い
、
第
２

バ
チ
カ
ン

公
会
議
の

意
図
し
た

真
の
あ
る

べ
き
教
会
像
を
確
認
し
、こ

れ
に
忠
実
な
信
仰
生
活
を
始

め
よ
う
と
信
仰
年
を
開
催
さ

れ
た
。
信
仰
年
は
、純
粋
な

第
２
バ
チ
カ
ン
公
会
議
的
刷

新
に
よ
る
信
仰
生
活
の
始
ま

り
の
年
と
な
る
。
教
皇
は
公

会
議
の
正
し
い
理
解

の
た
め
に
「
第
２
バ

チ
カ
ン
公
会
議
」
16

文
書
と
「
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ

ム
」
を
勉
強
せ
よ
と

勧
め
て
お
ら
れ
る
。

　

宮
川
師
は
、自
発

教
令
「
信
仰
の
門
」

や
信
仰
年
開
始
祝
賀

ミ
サ
で
の
説
教
か

ど
う
生
き
る
か
『
信
仰
年
』

宮
川
俊
行
師
に
よ
る
講
演
会

　

２
月
11
日
、長
崎
市
三
ツ

山
町
に
あ
る
長
崎
純
心
聖
母

会
本
部
聖
堂
に
お
い
て
、髙

見
三
明
大
司
教
の
主
司
式
に

よ
り
、初
誓
願
式
ミ
サ
が
行

わ
れ
た
。
多
く
の
参
列
者
が

見
守
る
中
で
、
２
人
の
修
練

者
が
初
誓
願
を
宣
立
し
、聖

堂
内
は
感
謝
と
賛
美
の
祈
り

に
包
ま
れ
た
。

　

祝
賀
会
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
、宇
野
修
道
女
は
「
誓
願

者
と
し
て
与
え
ら
れ
た
仕
事

を
誠
実
に
果

た
し
な
が

ら
、幼
い
頃

か
ら
あ
こ

が
れ
て
い
た
や
さ
し
い
シ
ス

タ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。
ま

た
、こ
の
信
仰
年
に
第
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
の
で
き
る

恵
み
を
感
謝
し
な
が
ら
前
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
語
っ
た
。

初
誓
願
宣
立
者

ル
チ
ア

　

田
島　

恵 （
長
崎
・
神
崎
）

マ
リ
ー
・
ス
ビ
ラ
ン

　

宇
野
有
紀 （
山
口
・
防
府
）

福
音
の
勧
め
に
従
っ
て

長
崎
純
心
聖
母
会
で
初
誓
願
式

ら
、教
皇
の
考
え
て
お
ら
れ

る
正
し
い
第
２
バ
チ
カ
ン
公

会
議
理
解
は
２
つ
の
要
素

か
ら
成
る
、と
見
る
。
第
一

は
公
会
議
が
守
ろ
う
と
し

た
「
信
仰
の
遺
産
」
の
正
し

い
理
解
、第
二
は
こ
れ
を
基

に
し
て
公
会
議
が
教
会
の
何

を
、な
ぜ
、ど
の
よ
う
に
刷
新

し
よ
う
と
し
た
か
の
正
し
い

理
解
で
あ
る
。
第
一
の
方
に

つ
い
て
は
学
ぶ
の
に
手
ご
ろ

ぶ
ど
う
園

▼
選
任
式　

３
月
２
日
㈯
10

時
半
、浦
上
教
会
。

▼
信
徒
発
見
ミ
サ　

３
月
17

日
㈰
19
時
、大
浦
天
主
堂
。

▼
聖
香
油
ミ
サ　

３
月
26
日

㈫
10
時
半
、浦
上
教
会
。

感
　
謝

― 

香
典
返
し 

―

長
崎
コ
レ
ジ
オ

◦
俵 

明
美
様
（
時
津
）

　

故
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　

俵 

義
猛
様

長
崎
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院

◦
井
上
俊
子
様

　

故
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　

井
上
俊
雄
様

◦
川
原
忠
信
様
（
飽
ノ
浦
）

　

故
ク
ラ
ラ
川
原
ソ
ミ
様

◦
俵 

明
美
様
（
時
津
）

　

故
ア
シ
ジ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

　
　

俵 

義
猛
様

　

右
の
方
々
か
ら
ご
芳
志
を

賜
り
ま
し
た
。
お
礼
と
ご
報

告
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
教
皇
庁
文
書『
主
イ
エ
ス
』

（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会

　

２
０
０
６
年
）
が
あ
る
の

で
、こ
れ
を
手
引
き
に
信
仰

の
基
礎
的
真
理
を
確
認
す
る

こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
、

第
二
の
方
に
つ
い
て
は
変
化

に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
、と
助

言
し
講
演
を
結
ん
だ
。

信
仰
年
連
載
企
画

長
崎
は
な
ぜ
長
崎
を
棄
て
る
の
か 

⑥
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こ
の
た
び
、長
崎
支
部
修
道
院
閉

鎖
に
あ
た
っ
て
多
く
の
方
々
か
ら
、

「
寂
し
く
な
り
ま
す
ね
」
と
い
う
声

を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、感
謝
と
同

時
に
、こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
信
仰
の
土

地
で
皆
様
に
温
か
く
支
え
ら
れ
な

が
ら
宣
教
に
励
む
こ
と
が
で
き
た
50

年
以
上
の
日
々
の
重
さ
を
、今
さ
ら

な
が
ら
の
よ
う
に
か
み
し
め
て
い
ま

す
。
こ
の
土
地
で
長
く
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
姉
妹
に
と
っ
て
は
、胸
が

つ
ま
る
思
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
９
５
７
年
に
山
口
愛
次
郎
司
教

様
（
当
時
）
の
計
ら
い
で
、大
浦
司

教
館
に
仮
宿
し
て
家
庭
訪
問
を
し
て

い
た
２
人
の
修
道
女
が
、浦
上
教
会

の
当
時
主
任
司
祭
で
あ
ら
れ
た
中
島

万
利
神
父
様
を
お
訪
ね
し
た
と
き
の

様
子
が
証
言
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
と
き
、聖
書
に
親
し
む
意

味
と
、先
祖
の
信
仰
を
見
直
す
意
味

で
、「
聖
書
と
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
初
め
て
教
会
で
聖
書
展

を
催
し
ま
し
た
。
当
時
信
者
数
７
０

０
０
、信
者
家
庭
１
０
０
０
を
超
え

る
大
所
帯
の
家
庭
訪
問
を
カ
ト
リ
ッ

ク
婦
人
会
が
協
力
し
て
こ
れ
に
あ
た

り
、聖
書
展
の
イ
ベ
ン
ト
を
信
徒
の

使
徒
的
活
動
と
し
て
協
力
し
て
果
た

し
た
こ
と
な
ど
、中
島
神
父
様
の
宣

教
へ
の
開
か
れ
た
態
度
と
ご
協
力
に

よ
っ
て
実
現
し
た
様
子
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
教
区
の
理
解
と
協
力

に
よ
っ
て
、家
庭
訪
問
を
皮
切
り
に

し
て
長
崎
で
の
宣
教
が
始
ま
り
ま
し

た
。
１
９
６
０
年
、大
浦
に
長
崎
支

部
修
道
院
が
創
設
さ
れ
、63
年
に
は

中
町
教
会
の
敷
地
に
新
修
道
院
が
落

成
し
、書
院
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

す
ぐ
に
、長
崎
の
岡
政
デ
パ
ー
ト
で

の
使
徒
職
も
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
70
年
代
に
は
、若
い
シ
ス
タ
ー

が
２
人
組
で
車
に
乗
っ
て
、長
崎
県

の
津
々
浦
々
ま
で
宣
教
し
て
廻
り
ま

し
た
。
ま
だ
修
道
女
が
あ
ち
こ
ち
の

家
庭
や
教
会
な
ど
を
訪
問
し
た
り
、

書
院
や
デ
パ
ー
ト
で
の
仕
事
を
す
る

な
ど
、考
え
ら
れ
な
い
と
き
で
し
た
。

そ
の
後
、大
浦
書
院
や
カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
の
奉
仕
を
も
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
崎
の
信
徒
の
皆
様
と
も
親
し
く

な
り
、
２
０
０
６
年
に
は
協
力
者
会

が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
黙
想
会
や

研
修
会
な
ど
が
企
画
さ
れ
、養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
一
緒
に
歩
ん
で
き

ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
支
部
閉
鎖
に

あ
た
っ
て
、今
後
は
、協
力
者
会
の
皆

様
と
も
、東
京
本
部
と
の
連
携
で
共

に
信
仰
を
分
か
ち
合
い
、交
わ
り
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

髙
見
三
明
大
司
教
様
を
は
じ
め
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
神
父
様
方
、

信
徒
の
皆
様
、と
く
に
中
町
教
会
の

久
志
利
津
男
神
父
様
、信
徒
の
皆
様

に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。中
町
教
会
で
皆
様
と
共
に
祈
り
、

交
わ
り
を
深
め
、ご
協
力
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

長
崎
で
の
50
年
の
歩
み
を
感
謝
し
て

聖
パ
ウ
ロ
女
子
修
道
会 

日
本
管
区
長　

Sr. 

三
嶋 

邇ち
か

子こ

月　日 科　目 講　師
4 月 20 日 信仰年（公会議公文書 ①） 中濱敬司師

27 日 神を知る道・神の啓示 山川　忠師
5月 11 日 信仰年（公会議公文書 ②） 中濱敬司師

18 日 神の啓示の伝達・聖書 山川　忠師
25 日 神への人間の応答 川口昭人師

6月 1日 信仰年（公会議公文書 ③） 中濱敬司師
8日 信条・父なる神

下窄英知師
15 日 三位一体・摂理と悪
22 日 天と地（創造） 川口昭人師

7月 6日 人　間
岩下和樹師

13 日 堕　罪
9月 7日 信仰年（公会議公文書 ④） 中濱敬司師

14 日 イエス・キリスト（受肉）
頭島　光師

21 日 イエス・キリスト（死と復活）
28 日 聖　霊 尾崎明夫師

月　日 講　師
5 月 16 日 髙見三明大司教（概論）

23 日 萩原　劭師
30 日 下窄英知師

6月 6日 萩原　劭師
13 日 下窄英知師
20 日 中濱敬司師
27 日 髙見三明大司教（公開講座）

7月 4日 萩原　劭師
11 日 下窄英知師
18 日 中濱敬司師

月　日 講　師
9 月 5 日 萩原　劭師

12 日 下窄英知師
19 日 中濱敬司師

10 月 3 日 萩原　劭師
10 日 下窄英知師
20 日 澤田豊成師（公開講座）
24 日 中濱敬司師

11 月 7 日 萩原　劭師
14 日 下窄英知師
21 日 中濱敬司師

月　日 科　目 講　師
10 月 5 日 信仰年（公会議公文書 ⑤） 中濱敬司師

12 日 キリスト者 尾崎明夫師
19 日 聖徒の交わり・マリア

谷脇誠一郎師
26 日 罪のゆるし

11 月 2 日 教　会
岡　秋美師

9日 教会の特徴
16 日 体の復活

尾髙修一師
30 日 永遠のいのち

12 月 7 日 第２バチカン公会議と
近代日本の教会 髙見三明大司教

14 日
1 月 11 日

要理教育 中濱繁喜師
18 日
25 日

小共同体 中濱敬司師
長野宏樹氏2月 1日

3月 2日 修了式

聖書講座（木曜日 19:00 ～ 20:30）

【テーマ】聖パウロの書簡　　【テキスト】聖書
【講師が担当する内容】
・髙見大司教：パウロの書簡と前期公開講座
・澤田豊成師：パウロの書簡の解説と後期公開講座
・萩原　劭師：ローマ書の解説
・下窄英知師：コリントⅠ・Ⅱの解説
・中濱敬司師：旧約聖書からイエスのメッセージを読み解く

信仰養成講座・Ａ年度（土曜日 19:00 ～ 20:30）

【テーマ】「信仰年」、信仰宣言、キリスト教の神秘を祝う
【テキスト】カトリック教会のカテキズム

◆場 所：カトリックセンター２階講堂
◆聴 講 料：聖書講座 13,000 円　信仰養成講座 16,000 円　＊聴講もできます（１科目 1,000 円）
◆申込期間：2013 年 3 月 17 日（日）～ 4月 19 日（金）
◆申 込 先：〒 852-8113 長崎市上野町 10-34 生涯養成委員会  Tel.095-841-7731  Fax.095-841-7732

　

家
庭
特
別
委
員
会
長
崎
地

区
で
は
、今
回
の
シ
ノ
ド
ス

に
向
け
て
の
準
備
と
、ま
た

信
仰
年
に
あ
た
っ
て
、森 
一

弘
司
教
様
（
前
東
京
補
佐
司

教
）
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、「
信
仰
年　

改
め
て
罪

人
を
招
く
た
め
に
来
ら
れ
た

キ
リ
ス
ト
と
向
き
合
う
」
と

題
し
て
研
修
会
を
企
画
し
ま

し
た
。
こ
の
記
事
を
皆
さ
ん

が
ご
覧
に
な
る
時
は
す
で
に

研
修
会
は
終
わ
っ
て
い
ま
す

が
（
下
段
記
事
参
照
）、こ
の

研
修
会
の
ね
ら
い
は
、こ
れ

か
ら
の
教
区
の
歩
む
べ
き
展

望
を
見
い
だ
そ
う
と
い
う
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
中

で
、本
来
の
教
会
の
在
り
方

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
、そ
の
源
泉
で
あ
る
福
音

と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
の
姿
を

通
し
て
改
め
て
そ
の
本
質
を

浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
か
ら

始
め
よ
う
と
い
う
思
い
か
ら

で
し
た
。
神
の
恵
み
で
あ
る

福
音
は
教
会
を
通
し
て
人
々

に
も
た
ら
さ
れ
、信
仰
生
活

が
始
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
教
会
の
本
来
の
あ
る
べ

き
姿
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と

は
、そ
の
共
同
体
の
一
員
で

あ
る
私
た
ち
一
人
一
人
の
信

仰
の
在
り
方
（
姿
勢
）
を
振

り
返
る
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

シ
ノ
ド
ス
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
、信
仰
生
活
を

送
る
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
現
実
が
あ
る

中
で
、根
本
的
に
共
通
し
て

見
え
て
く
る
こ
と
は
「
信
仰

の
喜
び
」
と
い
う
こ
と
が
鍵

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
教
会
離
れ
、信
仰
の

伝
達
お
よ
び
教
育
の
問
題
、

結
婚
・
離
婚
、家
庭
内
の
諸

問
題
な
ど
、価
値
観
が
多
様

化
す
る
現
代
社
会
の
た
だ
中

に
あ
っ
て
信
仰
を
生
き
、信

仰
を
伝
え
る
こ
と
に
困
難
さ

を
感
じ
て
い
る
現
実
が
あ
り

ま
す
。

　

あ
る
坊
守
が
「
車
は
ハ
ン

ド
ル
だ
け
で
は
、エ
ン
ジ
ン

が
な
け
れ
ば
動
か
な
い
」
と

言
っ
た
言
葉
を
思
い
出
し
ま

教
区
家
庭
特
別
委
員
会　

内
野 

洋
平

す
。
ハ
ン
ド
ル
は
例
え
る
な

ら
ば
、「
掟
や
教
義
」
と
置

き
換
え
て
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で

な
く
、信
仰
を
生
き
、伝
え
る

た
め
に
は
、そ
の
原
動
力
と

な
る
信
仰
体
験
の
喜
び
が
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

信
仰
の
喜
び
は
、聖
書
に

記
さ
れ
て
い
る
福
音
と
し
て

の
キ
リ
ス
ト
の
姿
を
通
し
て

も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
す
。

人
々
に
向
け
ら
れ
た
キ
リ
ス

ト
の
愛
の
ま
な
ざ
し
を
、お

互
い
の
関
わ
り
の
う
ち
に
築

い
て
い
く
こ
と
に
努
め
な
が

ら
、教
会
が
そ
し
て
家
庭
が

温
も
り
の
あ
る
場
と
し
て
、

共
に
喜
び
を
持
っ
て
キ
リ
ス

ト
を
証
し
す
る
も
の
へ
と
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、私
た
ち
一
人
一
人
の
信

仰
の
刷
新
の
歩
み
を
続
け
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

長
崎
教
区
評
議
会
は
、昨

年
12
月
１
日
か
ら
今
年
１
月

15
日
に
か
け
て
ク
リ
ス
マ
ス

募
金
の
協
力
を
呼
び
掛
け
、

１
月
末
日
ま
で
に
集
ま
っ
た

約
４
２
６
万
円
を
、昨
年
度

の
繰
越
金
と
合
わ
せ
て
次
の

被
災
地
や
困
窮
者
の
支
援
の

た
め
に
送
金
し
た
。

　

教
区
家
庭
特
別
委
員
会
は

２
月
10
日
、教
区
シ
ノ
ド
ス

の
た
め
の
特
別
企
画
研
修
会

　

▼
フ
ィ
リ
ピ
ン

南
部
の
台
風
24
号

被
害　

50
万
円
▼

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
洪
水　

50
万

円
▼
神
崎
教
会
信
徒
の
漁
船

事
故　

15
万
円
▼
長
崎
ホ
ー

ム
レ
ス
を
支
援
す
る
会　

50

万
円
▼
長
崎
ダ
ル
ク　

50
万

円
▼
福
岡
美
野
島
司
牧
セ
ン

タ
ー　

50
万
円
▼
山
友
会

（
東
京
）　

50
万
円
▼
大
阪
旅

路
の
里
（
釜
ヶ
崎
）　

50
万

円
▼
東
日
本
大
震
災　

50
万

円
▼
声
の
奉
仕
会
・
マ
リ
ア

文
庫　

10
万
円
▼
聖
ヴ
ィ
ン

セ
ン
シ
オ
・
ア
・
パ
ウ
ロ
会

　

20
万
円
▼
長
崎
カ
ト
リ
ッ

ク
聴
覚
障
害
者
の
会
（
長
崎

と
佐
世
保
）　

各
10
万
円
▼

モ
ナ
の
会　

10
万
円
▼
入
管

収
容
者
へ
の
支
援　

10
万
円

▼
シ
ナ
ピ
ス
会　

10
万
円
▼

一
粒
の
麦
の
会　

10
万
円
。

　

ま
た
同
評
議
会
は
、「
償

い
の
日
（
金
曜
日
）」
に
一

食
の
一
菜
を
犠
牲
に
し
て
寄

せ
ら
れ
る
一
菜
募
金
の
支
援

先
を
次
の
よ
う
に
決
め
、そ

れ
ぞ
れ
送
金
し
た
。

　

▼
神
崎
教
会
信
徒
の
漁
船

事
故　

15
万
円
▼
浦
上
教
会

信
徒
の
火
事　

15
万
円
▼
浦

上
教
会
信
徒
の
（
火
事
に
よ

る
）
水
漏
れ
被
害　

10
万
円

▼
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
の
台
風

24
号
被
害　

１
０
０
万
円
。

森
司
教
を
招
き
研
修
会

教
区
家
庭
特
別
委
員
会

を
カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー

で
開
催
、
３

５
０
人
余
が

参
加
し
た
。

　

講
師
は
東
京
教
区
前
補
佐

司
教
の
森 

一
弘
司
教
。「
信
仰

年　

改
め
て
罪
人
を
招
く
た

め
に
来
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
と

向
き
合
う
」を
テ
ー
マ
に
、「
本

来
の
教
会
の
姿
と
福
音
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
の
姿
」
と
い

う
視
点
か
ら
話
が
あ
っ
た
。

森
司
教
は
始
め
に
、人
が
生
き

て
い
く
た
め
の
条
件
と
し
て

の
大
前
提
、「
柔
ら
か
で
、棘

の
な
い
、温
か
な
も
の
に
包
ま

れ
た
い
」「
肯
定
さ
れ
た
い
」

「
人
に（
心
に
）ふ
れ
た
い
」「
自

貴
い
犠
牲
に
感
謝
し
て二

十
六
聖
人
殉
教
記
念
ミ
サ

分
の
可
能
性
を
開
花
し
た
い
」

と
い
う
４
つ
を
挙
げ
た
。
そ

し
て
、現
代
人
は
「
何
か
を

す
べ
き
」
と
い
う
世
界
に
生

き
る
あ
ま
り
、こ
の
大
前
提
を

見
失
い
、心
は
疲
れ
果
て
て
い

る
。
私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
に

集
め
ら
れ
た
一
人
の
大
切
な

「
こ
の
私
」
で
あ
り
、掛
け
替

え
の
な
い
も
の
。
信
仰
年
に

当
た
っ
て
大
切
な
の
は
、互
い

に
受
け
止
め
合
い
、そ
う
し
て

く
だ
さ
る
父
が
い
る
こ
と
を

信
じ
、そ
の
温
か
な
も
の
を
互

い
に
響
か
せ
合
っ
て
生
き
る

こ
と
―
と
の
示
唆
を
与
え
た
。

　

講
話
後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、充

実
し
た
研
修
会
を
終
え
た
。

　

か
ね
て
よ
り
長
崎
教
会
管

区
司
教
会
議
で
決
定
し
て
い

た
長
崎
コ
レ
ジ
オ
（
長
崎
市

南
山
手
町
）
の
福
岡
移

転
に
関
し
、「
福
岡
コ

レ
ジ
オ
」（
福
岡
市
中
央
区

浄
水
通
）
が
こ
の
４
月
５
日

に
開
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
福
岡
コ
レ
ジ
オ
」
開
校

　

２
月
３
日
、日
本
二
十
六

聖
人
殉
教
記
念
ミ
サ
（
教
区

主
催
・
長
崎
南
地
区
評
議
会

運
営
）
が
西
坂
公
園
で
行
わ

れ
た
。
昨
年
６
月
10
日
、列

聖
１
５
０
周
年
に
合
わ
せ
て

設
立
さ
れ
た
「
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
長
崎
・
西
坂
巡
礼
所
」

で
の
初
め
て
の
殉
教
記
念
ミ

サ
に
は
、教
区
内
外
か
ら
約

２
４
０
０
人
が
参
列
し
た
。

　

髙
見
三
明
大
司
教
は
パ
ウ

ロ
の
手
紙（
フ
ィ
リ
ピ
１
章
）

を
引
用
し
な
が
ら
、「
パ
ウ

ロ
が
囚
わ

れ
な
が
ら

も
喜
び
の

う
ち
に
あ
っ
た
の
は
、そ
の

こ
と
自
体
が
宣
教
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
。
殉

教
者
た
ち
が
道
中
さ
ら
し
者

に
さ
れ
、最
期
に
命
を
さ
さ

げ
た
こ
と
も
、単
な
る
自
分

た
ち
の
救
い
の
た
め
で
は
な

く
、愛
の
証
し
で
あ
り
福
音

宣
教
だ
っ
た
」
と
説
き
、「
信

仰
年
を
過
ご
す
私
た
ち
の
生

活
も
、殉
教
者
に
倣
い
福
音

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
い
こ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

ま
た
２
月
５
日
、長
崎
南

地
区
司
祭
団
主
催
に
よ
る
殉

教
記
念
ミ
サ
と
ゆ
る
し
の
秘

跡
が
、聖
フ
ィ
リ
ッ
ポ
教
会

（
西
坂
）
で
行
わ
れ
た
。
教
区

主
催
の
記
念
ミ
サ
は
日
曜
日

に
行
わ
れ
る
が
、「
二
十
六
聖

人
の
祝
日
に
も
何
か
企
画
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
に
応

え
た
も
の
。
９
時
か
ら
20
時

ま
で
ゆ
る
し
の
秘
跡
が
行
わ

れ
、
２
時
間
お
き
に
６
回
の

ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
。
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五
島
列
島
の
教
会
や
信
者

の
人
々
を
写
し
た
、写
真
家
・

松
田
典
子
さ
ん
の
作
品
が
１

月
10
日
、長
崎
大
司
教
区
へ

寄
贈
さ
れ
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、

「
写
心
巡
礼　

〜
祈
り
の
五

島
列
島
〜
」
の
テ
ー
マ
で
関

西
関
東
を
中
心
に
各
地
で
展

示
さ
れ
た
う
ち
の
26
点
。
教

会
で
祈
る
つ

ぶ
ら
な
瞳
の

少
女
「
小
さ

な
マ
リ
ア
さ

ま
」
や
夕
陽
に
照
り
映
え
た

桐
教
会
な
ど
、五
島
の
「
信

仰
の
あ
る
美
し
い
暮
ら
し
」

を
伝
え
ら
れ
た
ら
と
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
一
部

は
２
０
０
８
年
、共
同
通
信

社
配
信
の
エ
ッ
セ
ー
「
写
心

巡
礼
」
で
併
用
、全
国
約
20

の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

一
勝
も
で
き
な
い
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
、特
別

コ
ー
チ
を
呼
ん
で
一
勝
を
挙
げ
る
。
一
勝
を
挙
げ

た
い
目
標
を
掲
げ
る
野
球
チ
ー
ム
に
密
着
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
番
組
が
放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
特
別
コ
ー
チ
は
元
プ
ロ
野
球
選
手
。
一
定

期
間
、子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
、子
ど
も
た

ち
は
必
死
に
打
っ
て
走
っ
て
夢
の
一
勝
を

得
る
。
指
導
期
間
最
終
日
、特
別
コ
ー
チ

が
子
ど
も
た
ち
に
話
し
た
言
葉
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　
「
い
い
か
ぁ
、よ
く
聞
け
よ
ぉ
。俺
は『
５

年
後
に
は
』『
１
年
後
に
は
』『
明
日
に
は
』

強
く
な
れ
る
、と
思
っ
て
は
い
け
な
い
ぞ
。

そ
う
思
う
人
は
、そ
の
時
に
は
強
く
な
っ

て
い
な
い
。
大
切
な
の
は
、『
今
』
強
く

な
る
、『
今
』
強
く
な
り
た
い
、『
今
』
変
わ
り
た

い
と
い
う
強
い
思
い
を
持
つ
こ
と
だ
」

　

そ
の
う
ち
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
う
ち
何
と

か
な
る
で
し
ょ
う
。
学
校
、社
会
、家
庭
、日
常
生

活
の
中
で
、私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面

す
る
。
そ
の
時
と
場
合
に
応
じ
て
、大
き
く
捉

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ
れ
ば
、大
し

た
こ
と
の
な
い
問
題
も
あ
る
。
大
し
た
こ
と
は

な
い
、そ
の
う
ち
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ

て
そ
の
問
題
を
放
置
し
て
い
る
と
、後
に
な
っ

て
重
大
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
り

す
る
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、大
小
関
係

な
く
一
つ
一
つ
の
事
を
今
、忠
実
に
捉
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
も
う
３
年
も
実
が
な
ら
な
い
木
な
ら
切
り

倒
し
て
し
ま
え
」「
い
や
、も
う
ち
ょ
っ
と
待
っ

て
く
だ
さ
い
。
肥
料
を
や
っ
て
み
ま
す
の
で
。

そ
れ
で
も
だ
め
な
ら
切
り
倒
し
て
く
だ
さ
い
」

（
ル
カ
13
章
６
〜
９
節
参
照
）

　

四
旬
節
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
悔
い
改
め

の
季
節
で
す
。
さ
っ
と
切
り
倒
す
決
断
、切
り

替
え
る
決
断
の
時
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
何
を
切
り
替
え
る
の
か
。
そ
れ
は
こ
れ
ま

で
の
生
活
を
踏
ま
え
た
上
で
新
し
い
自
分
へ
と

変
わ
っ
て
い
く
決
断
を
下
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
。
イ
エ
ス
様
は
き
っ
と
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
祈
り

の
う
ち
に
、自
分
自
身
に
大
き
な
決
断
と
覚
悟

を
決
め
て
受
難
の
道
を
歩
み
始
め
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
悔
い
改
め
る
と
は
そ
の
イ
エ
ス
様
の

決
断
と
覚
悟
に
心
合
わ
せ
て
、自
分
自
身
を
見

つ
め
生
活
を
改
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

　

み
言
葉
と
い
う
肥
料
を
日
々
受
け
な
が
ら
、

イ
エ
ス
様
の
受
難
と
復
活
に
あ
ず
か
れ
る
ふ
さ

わ
し
い
心
へ
と
近
づ
い
て
い
け
ま
す
よ
う
に
。

カ
ッ
ト
・
山
田
勇
人
く
ん

（
浦
上
教
会
・
小
５
）

　

１
月
20
日
、下
五
島
地
区

合
同
堅
信
式
が
福
江
教
会
で

執
り
行
わ
れ
た
。
中
学
２
年

生
を
対
象
に
、成
人
者
も
含

め
各
小
教
区
か
ら
27
人
が
聖

霊
の
恵
み
を
授
か
っ
た
。

　

髙
見
三
明
大
司
教
は
、「
皆

さ
ん
は
神
様
の
子
ど
も
と
し

て
、今
日
ま
で
大
切
に
育
て

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、感
謝
と
責
任
を
持
っ

て
、一
人
前
の
信
徒
・
キ
リ

ス
ト
の
証
人
に
な
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ

い
」
と
受
堅
者
を
諭
し
、按

手
を
行
っ
た
。
受
堅
者
は
一

人
一
人
大
司
教
の
前
に
進
み

出
て
、額
に
聖
香
油
を
い
た

だ
い
た
。

　

受
堅
者
代
表
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
た
水
ノ
浦
小
教
区
の

山
崎
智
史
さ
ん
（
中
２
）
は
、

「
堅
信
の
秘
跡
で
い
た
だ
い

た
恵
み
と
責
任
を
重
く
受
け

止
め
、信
仰
の
担
い
手
と
し

て
、社
会
と
教
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と

力
強
く
宣
言
し
た
。

　

２
月
10
日
（
日
）
午
後
１

時
か
ら
上
五
島
石
油
備
蓄
記

念
会
館
で
、
２
年
に
一
度
の

「
上
五
島
地
区
信
徒
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
た
。
奇
し
く
も

１
４
６
年
前
の
２
月
10
日
の

日
曜
日
は
、プ
チ
ジ
ャ
ン
神

父
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ク
ー
ザ

ン
神
父
が
上
五
島
で
ミ
サ
を

さ
さ
げ
た
日
。
信
徒
の
集
い

で
は
、そ
の
歴
史
を
た
ど
り

直
す
記
念
講
演
と
信
徒
発
見

記
念
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。

　
「
明
日
が
見
え
ま
す
か
―

信
仰
の
遺
産
は
ど
こ
に
―
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
進
め
ら

れ
た
講
演
で
、古
巣 

馨
神
父

〝
明
日
が
見
え
ま
す
か
〞

上
五
島
信
徒
の
集
い
で
講
演
と
ミ
サ

信
仰
の
担
い
手
と
し
て

下
五
島
地
区
で
27
人
が
受
堅

短　

信

〈
第
９
回
召
命
祈
願
ミ
サ
〉

●
神
学
生
・
志
願
生
の
た
め
、

ま
た
、新
た
な
召
命
の
恵
み
を

願
う
ミ
サ
が
１
月
25
日（
金
）、

髙
見
三
明
大
司
教
と
16
人
の

司
祭
の
共
同
司
式
に
よ
り
大

浦
天
主
堂
で
行
わ
れ
た
。

　

岩
下
裕
志
神
父
（
滑
石
小

教
区
）
は
説
教
の
中
で
自
身

の
体
験
を
語
り
、「
向
い
て

い
る
か
い
な
い
か
を
考
え
る

の
は
も
っ
と
先
。
と
に
か
く

今
は
経
験
し
て
く
だ
さ
い
」

と
学
生
た
ち
を
励
ま
し
た
。

〈
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
大
会
〉

●
１
月
最
後
の
火
曜
日
29
日

に
、第
34
回
司
祭
団
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
五
島
市
で
行
わ
れ

た
。
今
年
は
福
江
教
会
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
に

し
て
、司
祭
20
人
と
信
徒
１

人
が
10
キ
ロ
の
部
で
健
脚
を

競
っ
た
。
ま
た
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
部
に
６
人
が
参
加
し
た
。

　

レ
ー
ス
後
は
、福
江
教
会

信
徒
会
館
で
会
食
し
、親
睦

を
深
め
た
。
順
位
は
次
の
通

り
。
１
位 

新
立
大
輔
師
、
２

位 

岩
下
裕
志
師
、
３
位 

浅

田
照
明
師
。

写
真
に
収
め
ら
れ
た
祈
り

松
田
典
子
さ
ん
、作
品
を
教
区
に
寄
贈

　

２
月
13
日
、肺
が
ん
の
た

め
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
ホ

ス
ピ
ス
に
て
帰
天
。
79
歳
。

　

１
９
３
４
年
五
島
市
生
ま

れ
。
60
年
入
会
、62
年
初
誓

願
、70
年
終
生
誓
願
宣
立
。

　

川
内
純
心
女
子
高
等
学

校
（
鹿
児
島
、
２
０
０
９
年

３
月
で
閉
校
）、東
京
純
心
女

子
学
園
（
八
王
子
）、純
心
女

子
学
園
（
長
崎
）
の
寮
生
と

姉
妹
た
ち
の
た
め
、ま
た
イ

エ
ズ
ス
会
神
学
院
（
上
石
神

井
）、深
堀
修
道
院
、島
原
修

道
院
な
ど
、派
遣
さ
れ
た
す

べ
て
の
場
所
で
調
理
を
担
当

し
た
。
し
と
ね
修
道
院
で
は
、

小
教
区
の
司
祭
の
た
め
の
賄

い
で
奉
仕
し
た
。
お
お
ら
か

で
、接
す
る
人
を
温
か
く
包

む
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
っ
て

い
た
。
今
年
１
月
か
ら
ホ
ス

ピ
ス
で
療
養
し
て
い
た
が
、穏

や
か
さ
の
中
に
見
え
る
積
極

的
で
前
向
き
な
姿
勢
は
、最

後
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
、告
別
式
は
２

月
14
日
、修
道
会
本
部
聖
堂

で
行
わ
れ
た
。

　

２
月
８
日
、肺
が
ん
の
た

め
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
に

て
帰
天
。
79
歳
。

　

１
９
３
３
年
長
崎
市
伊
王

島
町
生
ま
れ
。
56
年
純
心
短

大
保
育
科
卒
業
後
、保
母
と

し
て
神
崎
社
会
館
（
佐
世
保

市
）
で
奉
仕
し
、57
年
修
練

院
に
入
会
。
59
年
初
誓
願
、

68
年
終
生
誓
願
宣
立
。

　

初
誓
願
宣
立
後
か
ら
40
数

年
間
、鹿
児
島
、長
崎
、広
島

で
幼
児
教
育
と
教
会
奉
仕
に

携
わ
っ
た
。
温
か
く
穏
や
か

な
人
柄
で
園
児
や
父
母
た
ち

に
慕
わ
れ
た
。
08
年
か
ら
ナ

ザ
レ
ト
修
道
院
で
、姉
妹
た

ち
と
共
に
祈
り
の
日
々
を
過

ご
し
て
い
た
が
、昨
年
夏
ご

ろ
か
ら
体
調
を
崩
し
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
病
院
に
入
院
。
今

年
１
月
か
ら
ホ
ス
ピ
ス
で
療

養
し
て
い
た
。
ど
ん
な
時
に

も
物
静
か
で
優
し
く
、そ
の

笑
顔
は
周
囲
の
人
を
癒
や
し

包
ん
で
い
た
。

　

葬
儀
ミ
サ
、告
別
式
は
２

月
10
日
、修
道
会
本
部
聖
堂

で
行
わ
れ
た
。

エ
ル
メ
リ
ン
ダ

　

濱
﨑
春
枝
修
道
女

（
長
崎
純
心
聖
母
会
）

ユ
リ
ッ
タ

　

村
上
キ
ツ
修
道
女

（
長
崎
純
心
聖
母
会
）

　

長
崎
教
区
評
議
会
は
東
日
本
大
震
災
復

興
支
援
に
関
し
て
、大
槌
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

（
岩
手
県
上
閉
伊
郡
大
槌
町
）
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
引
き
続
き
募
集
し
、協
力
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

６
月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
期
間
と
申
込

締
切
日
は
次
の
通
り
。

໐
４
月
11
日
㈭
〜
17
日
㈬
（
３
／
27
締
切
）

໐
５
月
16
日
㈭
〜
22
日
㈬
（
５
／
１
締
切
）

໐
６
月
13
日
㈭
〜
19
日
㈬
（
５
／
29
締
切
）

　

定
員
10
名
程
度
（
Ｊ
Ｒ
・
航
空
機
利
用
）、

申
し
込
み
は
所
属
小
教
区
へ
。
問
い
合
わ

せ
は
、教
区
本
部
事
務
局
（
渡
辺
）
ま
で
。

TEL
０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
５
０

FAX
０
９
５
‐
８
４
２
‐
４
４
６
０

大
槌
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

し
て
バ
チ
カ
ン
信
徒
評
議
会

で
承
認
さ
れ
、国
連
に
も
女

性
の
声
を
発
信
し
て
い
る
。

そ
の
世
カ
連
の
要
請
に
よ
り

日
カ
連
（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

女
性
団
体
連
盟
）
が
発
足
し

た
こ
と
な
ど
、ス
ラ
イ
ド
を

交
え
な
が
ら
の
田
口
氏
の
分

か
り
や
す
い
講
話
に
、
２
５

０
人
余
の
参
加
者
が
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　

当
日
、日
カ
連
の
活
動
支

援
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
募

金
７
万
１
２
０
４
円
は
、日

カ
連
本
部
（
福
岡
）
へ
送
ら

れ
た
。

〝
世
カ
連
に
繋
が
る
日
カ
連
〞

長
崎
地
区
婦
人
会
が
研
修

（
長
崎
大
司
教

館
）
は
、「
信

徒
発
見
の
出
来

事
は
、キ
リ
シ

タ
ン
に
と
っ
て
信
仰
の
遺
産

を
確
認
し
、洗
礼
の
恵
み
に

あ
ず
か
っ
た
喜
び
と
情
熱
を

取
り
戻
す
こ
と
で
し
た
。
そ

れ
は
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
16

世
が
招
い
た
信
仰
年
の
目
的

で
も
あ
り
ま
す
」
と
切
り
出

し
た
。
そ
し
て
司
祭
の
訪
れ

を
告
げ
知
ら
せ
た
ガ
ス
パ
ル

下
村
与
作
、プ
チ
ジ
ャ
ン
神

父
（
後
に
司
教
）
を
支
え
た

ド
ミ
ン
ゴ
森
松
次
郎
、鯛
ノ

浦
・
鷹
ノ
巣
の
６
人
切
り
の

殉
教
、信
仰
の
自
由
が
認
め

ら
れ
た
後
の
福
祉
活
動
や
信

仰
教
育
に
つ
い
て
語
り
、そ

れ
ら
は
洗
礼
の
恵
み
を
徹
底

的
に
生
き
た
人
た
ち
が
「
信

仰
の
遺
産
」
を
鮮
や
か
に
見

せ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
し

た
。「
洗
礼
の
恵
み
は
昔
も
今

も
同
じ
で
す
。
も
う
一
度
、

そ
の
恵
み
を
精
い
っ
ぱ
い
生

き
ま
し
ょ
う
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

　

講
演
の
後
に
行
わ
れ
た
信

徒
発
見
記
念
ミ
サ
で
は
、先

人
た
ち
の
証
し
と
模
範
に
倣

い
、種
蒔
か
れ
た
信
仰
と
洗

礼
の
恵
み
の
大
切
さ
を
再
発

見
で
き
る
よ
う
祈
っ
た
。

　

式
後
、信
徒

会
館
で
大
司

教
、司
祭
団
、堅

信
者
の
関
係
者

ら
が
集
い
、用
意

し
て
い
た
だ
い
た
会
食
を
楽

　

１
月
20
日
、カ
ト
リ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
で
長
崎
地
区
（
北・

中
・
南
）
連
合
婦
人
会
の
研

修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
教
区

指
導
司
祭
、大
山 
繁
師
の
あ

い
さ
つ
の
後
、「
世
カ
連
に
繋

が
る
日
カ
連
」
を
テ
ー
マ
に

日
カ
連
副
会
長
ジ
ョ
ン
ソ
ン

田
口
伸
子
氏
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

世
カ
連

（
世
界
カ
ト

リ
ッ
ク
女
性

団
体
連
盟
）
は
、世
界
の
カ

ト
リ
ッ
ク
女
性
が
女
性
の
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
多

様
性
を
尊
重
し
な
が
ら
連
帯

し
て
協
働
し
て
い
こ
う
と
い

う
理
念
の
下
に
発
足
し
、そ

の
活
動
は
１
０
０
余
年
に
わ

た
る
。
１
９
５
９
年
に
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
公
的
組
織
と

し
み
な
が
ら
親
睦
を
深
め
た
。

松
田
さ
ん
か
ら
、教
区
を

代
表
し
て
作
品
を
受
け
取

る
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

館
長
の
下
窄
英
知
神
父

山添克明神父山添克明神父
（浦上教会）（浦上教会）
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